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足立 

 

 

単２形アルカリ乾電池に関するお問い合わせの件 

 

平素より大変お世話になっております。 

早速ですが、先日お問い合わせ頂きました“屋外設置用水位警報装置”使用時の単２形アルカリ乾電池につい

て、下記のごとく回答させて頂きます。 

 

お客様使用条件： 

 使用電池：単 2形アルカリ乾電池 6本～8本 

 使用機器：屋外設置用水位警報装置 

 消費電流：平時 0.11mA ５秒間隔で 0.25秒間 5.15mA 

 終止電圧：5.75V（～18V） 

 使用温度：-20℃～40℃ 

 

上記と同じ条件でのデータがございませんので、以下の手順で持続時間（寿命年数）を推定致しました。 

 ①標準データ（20℃）からの電池容量の算出 

 ②使用機器の 1時間あたり消費電力の算出 

 ③20℃での持続時間の算出 

 ④低温（0℃、-10℃）における持続時間の推定 

 ⑤低温での問題点 

 

①標準データ（20℃）から電池容量を算出します。 

 当方にて測定しております最も低い放電電流値は１０ｍAです。この放電持続時間をもって、電池容量を算出

致します。別紙に１０ｍA定電流連続放電カーブを添付しておりますので、ご参照願います。電池1本あたりの

終止電圧は電池を使用する本数から計算すると、6本使用時、８本使用時でそれぞれ 0.96V、0.72Vとなり、添

付放電カーブから持続時間を読み取りますと、それぞれ 763.5 時間、897.4時間になります。この持続時間に

放電電流値の 10ｍAをかけることで、それぞれの終止電圧までの電池容量が算出できます。 

        終止電圧      持続時間    電池容量 

      0.96V(6本使用時)  763.5時間    7635ｍAH 

      0.72V(8本使用時)  897.4時間    8974ｍAH 
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②使用機器の時間あたり消費電力の算出 

 使用機器の放電条件より、5.15ｍAの電流が流れている時間は1時間あたり171.4秒間で、一方、平時0.11

ｍAの電流は3428.6秒間流れています。この通電時間と電流値より、1時間あたりの消費電力を算出すると、

0.350ｍAHになりました。 

      電流値    通電時間（1時間あたりの秒数）   消費電力 

      5.15ｍA    171.4（=3600s×0.25s/5.25s）   0.245ｍAH 

      0.11ｍA    3428.6（=3600s×5s/5.25s）    0.105ｍAH 

                                       ⇒ 合計 0.350ｍAH 

 

 ③20℃での持続時間の算出 

    （電池 6本使用時） 

         7635ｍAH ÷ 0.350ｍAH ≒ 21814（時間） 

                            ≒ 909（日） ≒ 2.5 （年） 

    （電池 8本使用時） 

         8974ｍAH ÷ 0.350ｍAH ≒ 25640（時間） 

                            ≒ 1068（日） ≒ 2.9（年） 

 

 ④低温（0℃、-10℃）における持続時間の推定 

  低温時における低電流放電放電データはございません。39Ω定抵抗連続放電データでは、20℃で終止電

圧 0.9までの持続時間を指数で１００とすると、0℃の持続時間は 93、-10℃の持続時間は 80となります。この

低温での劣化率を用いると、0℃での電池寿命は電池6本使用で2.3年、8本使用で2.7年になり、-10℃では、

電池 6本使用で 2年、8本使用で 2.3年になります。 

        使用温度   電池 6本使用時の寿命  電池 8本使用時の寿命 

          20℃         2.5年            2.9年 

          0℃          2.3年（=2.5×0.93）    2.7年(=2.9×0.93) 

         -10℃          2年 (=2.5×0.80)    2.3年(=29×0.80) 

 

 ⑤低温での問題点 

   上記の寿命はあくまで推定値で、保証するものではありません。環境温度の変化などにより大きく変わる事

があります。参考データとして、上記 39Ω定抵抗連続放電における-20℃での放電持続時間は 20℃を１００と

して 28です。-20℃付近まで温度が下がると急激に性能が劣化いたします。 

 

以上、主に電池寿命の計算に関してご回答させて頂きました。ご参考の上、ご検討をして頂きますよう、お願い

致します。 

今後とも、宜しくお願い申し上げます。 




